
■国語と日本語■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 218号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：国語と日本語 

 

昨日は久しぶりに会ったＩさんと夕食を食べながら、言葉談議に盛り上がった。 

Ｉさんは今、外国人に日本語を教える日本語教師を目指して活動中。 

彼女によれば、英語をしゃべる人のうちネイティブは 15％程度で、あとの人はコミュニケーションのための英語

を使うという。 

「だから、日本語教師とはコミュニケーションのための日本語を教える仕事なんです。」という彼女の説明に僕

は納得した。 

確かに僕たちは「国語」を勉強したものの、「日本語」を勉強した記憶はない。 

でも、考えてみれば「外国語」とは「国語」の反対を表す言葉だ。 

Wikiで調べると「国語（こくご、英: National language、仏: Langue nationale）は、その国家を代表する言語

で、公の性格をになう言語のことを指す。「国家語」ともいい、国民にとって共通の言語というべき性質をもち、

国民国家形成の必須条件である。「外国語」と対をなす言葉であると一般に認識されている。あるいは国際的な

「公用語」とも対となる言葉でもあるとされる。」とある。 

「国内という限定された中での公用語」とは、まさに「井の中の蛙」のようだ。 

・ 

僕は日本語しかしゃべれないが、近ごろインターナショナルスクールを作るため外国人としみじみ議論する。 

たとえば、USTの N校長はロシア人で、そのご主人のMさんはイギリス人建築家だが、日本で結婚した二人の

間には、二人の子どもがいる。 

彼らは少なくとも日本語と英語とロシア語を生まれた時から使っているトリリンガルだが、頭の中はどうなって

るのかと聞いてみた。 

すると、頭の中には常に 3つの言葉がすべてあり、全部を使って考えるが、会話をするときは相手に合わせて言

葉を選ぶという。 



確かに僕らだって同じこと。 

頭の中で考えることを人に話すときには、年齢、性格、役割など、相手に合わせて言葉を選んでいる。 

関西育ちの人が標準語と関西弁を使い分けるのと似ているのかもしれない。 

・ 

僕はふと、以前 NHKのテレビで見た高田屋嘉兵衛のことを思い出した。 

高田屋嘉兵衛とは江戸時代後期の人物で、淡路島で生まれ、兵庫津に出て船乗りとなり、後に廻船商人として蝦

夷地・箱館（函館）に進出し、国後島・択捉島間の航路を開拓、漁場運営と廻船業で巨額の財を築き、箱館の発

展に貢献した人物だ。 

そして、ゴローニン事件でカムチャツカに連行されるが、日露交渉の間に立ち、事件解決へ導いたことで有名だ。 

嘉兵衛たちはペトロパブロフスクにある役所を改造した宿舎に収監されるが、そこで少年・オリカと仲良くなり、

ロシア語を学んだという。 

そしてわずか 4か月後に、嘉兵衛はロシア当局との交渉を開始し、釈放されるばかりでなく、幕府とロシアを仲

介して事件解決を果たしてしまう。（詳しくは、wikiを参照してください） 

いくら嘉兵衛が優秀だからと言って、4 ヵ月子どもに教わっただけでロシア語を話せるようになるとは、一体ど

ういうことなのか。 

・ 

それは嘉兵衛の経歴にヒントがある。 

彼は淡路島で生まれ兵庫にわたり、北前船に乗って各地で商売し、当時は外国同然だった北海道のアイヌとも交

易し、函館を繁栄させた。 

当時日本には標準語など存在せず、地方ごとに外国語のような方言を使っていたことを合わせて考えれば、彼は

おそらく十数か国の言葉を操っていたと思われる。 

その嘉兵衛にとって、4ヵ月も集中してロシア語を学んだことはかなりの猛勉強だったはず。 

でも、古くは遣唐使として中国に行き、種子島でポルトガル人から鉄砲を買い、宣教師がキリスト教を布教し、

朝鮮出兵で戦うなど、いくら何でも言葉なしでは成しえないことばかり。 

語学学校はもちろんのこと、ろくな教科書や辞書さえない時代に世界と関わることができたのは、外国の言葉を

学び理解する能力が「もともとあった」としか考えられない。 

・ 

だとすれば、その能力を失う原因は「国語」にあるのかもしれない。 

特に危険なのが、外国語を国語に「翻訳」することだ。 

なぜなら「翻訳」とは、頭の中から外国語を排除して、国語で埋め尽くす作業のことだから。 

「青＝ブルー」という安易な翻訳では、「青々とした新緑」など成り立たないし、そもそも「1+1=2」とは「1+1

が 2と同じ」という意味ではない。 

つまり、「すべての言葉は意味が違う」はずであり、同じことを意味したいなら同じ言葉を使えと言いたい。 

さらに言えば、「おおきに＝ありがとう」ではないし、関西弁を標準語に翻訳することなど無意味だと僕は思う。 

以前、映画字幕の翻訳家である戸田奈津子さんが「外国語の方言の違いはまるで翻訳できない」と言っていたが、

この言葉から「翻訳では現実を直視できない」と僕は感じた。 

・ 

だとしたら、どうすればいいのか。 

僕は「国語」という発想をやめ、むしろ「自分語」と考えたい。 

それは、自分が育った環境や学んだことから作られた言葉の世界のこと。 

僕の自分語は、大部分が日本語だが、たくさんの外国語も含んでいる。 

そしてこれらを伝える相手に合わせて使い分けているに過ぎないと思う。 



外国語を学ぶことが、「その国の言葉だけを使って世界を説明できるようになること」だとしたら、僕はあまり興

味がない。 

Ｉさんの言うとおり、「その国の人とコミュニケーションできるようになること」だとしたら、確かに大切なこと

だと思う。 

でもそれは、外国人の前に身近な他人から始める必要があるかもしれない。 

さらに言えば、「自分が何を言いたいのか」を自分に説明できなければ話にならない、、かな。 

 

http://nanoni.co.jp/20190707/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：お知らせ 2件 

 

Ａ．起業応援講座 Make your idea real（アイディアをカタチに） 

 

7月 23日（火）～8月 4日（日）千葉県御宿町で開催される 10日間の起業塾のお誘いです。 

僕も講師として 6日間お手伝いするんですが、準備に手間取りようやくご案内できるようになりました。 

御宿町で暮らしながら、地域の現状を感じ取りながら学べる面白い企画です。 

申し込み締め切りが 7月 15日なので、興味のある方は急いでお問い合わせください。 

詳しくは https://www.all-nippon.org/startyourbusiness 

 

Web紹介文より・・・ 

10日間で起業に必要な準備ができる基礎・応用講座。 

 独立したい、フリーランスってどういうこと？起業しようと思っても、今さら聞けないことばかり。 

事業計画の建て方から、資金調達の方法、うまく行かなくなったときどうしたいいかといったこと。仲間を集め、

仲間とともに歩むためのリーダーシップ・チームビルディング講座、情報発信が簡単になった時代だからこそ生

の連鎖をつくるための広報基礎、そして多くの人に認知してもらうためのマーケティング。コーポレートブラン

ディングから、ミッションの整理そして会計知識まで。起業に必要な準備ができる１０日間です。もちろん、講

師とメンターがフィードバックしながら起業準備を進めていきます。 

 

Ｂ．今年も行きます「早朝海水浴」 

 

僕の趣味は水泳ですが、まじめに泳ぐというよりは、海や川の流れに身を任せて潜ったり浮かんだり、魚の気分

を楽しむことが好きですね。 

なので、海水浴は欠かせません。 

7月になると、海に行きたくてうずうずしてきます。 

そこで今年の初泳ぎは、2年前から行きだした「江の島海岸」にしたいと思います。 

ちょっと朝が早いですが、昼までには帰って午後から仕事をしたいと思います。 

 

日時：7月 13日(土) 8:30～10:30 

場所：江の島海岸 

集合：小田急線片瀬江ノ島駅改札前 8:30 



会費：無料、電車賃など実費は各自負担 

持ち物（僕の場合）：着替え（水着で来て、帰りどこかで着替えます）、ヤスデ（ハマグリを掘ります） 

参加方法：申し込み不要、連絡くだされば集合場所で待ってます。 

 

海水浴などなかなかきっかけが無いと行けない・・・とおっしゃる方にお勧めです。 

「僕が行きたい」だけなので、誰も来なくても実施します。 

解散後も帰らずに残っていただいても、何でもありですので、気軽にご参加下さい。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）07/08 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（火）07/09 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（水）07/10 作業日（恵比寿、駒場、千歳船橋） 

（木）07/11 〇13-19時 面談可（笑恵館） 

16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議 

（金）07/12 ◎作業日 15時まで面談可（青葉台） 

19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）07/13 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

08-10時 ★江の島・海水浴 

10-18時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）07/14 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

07/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/20 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/23-24 ★御宿起業塾① 

07/25 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/27 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7月例会（名栗） 

07/28 ★パルコカーサ 納涼会（西新井） 

08/01-04 ★御宿起業塾② 

08/08 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/08 ★笑恵館クラブ運営会議 

08/09 ★カプラー起業交流会（三茶） 



 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


